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平成 26年度の取り組みについて

当センターでは平成２５年度に，重点研究領域 ｢
かき ｣ については事前研究「殻付かきの高付加価値
化技術の開発」，研究成果移転促進事業「むき身かき
鮮度保持技術の成果移転促進」，また重点研究領域 ｢
魚 ｣ については戦略研究「特殊ＬＥＤ照明が県内多
くの産業に波及するための研究」（Ｈ 25～ 27），開
発研究「地域ブランド化に結びつくウマヅラハギの
蓄養・養殖技術の開発」（Ｈ 24～ 26）に取組みまし
た。関係者の皆さんの熱意・ご努力により，高鮮度
を謳った新たなむき身かき商品が発売されました（本
号で紹介）。また，漁獲魚を低塩分海水に収容し歩留
まりを高めて蓄養した活魚を店頭まで運搬して，そ
の場で〆ることにより高鮮度が保障される新たな商
品展開も開始されました。開発研究「ウマヅラハギ」
では当センターでの試験と併行して漁業者の方々に
現場試験を実施していただき，ブランド化の目途が
ついたことから「フォアグラハギ」として商標出願
し登録されました（本号のトッピク参照）。
本年度は，｢ かき ｣ では殻付かきに関する事前研

究２年目に引続き取り組みます。昨年度かき養殖業
者，仲買業者等の企業の方々との連携により技術開
発に向けた取組体制を構築することが出来ましたの
で，これにより技術開発に取組み，新たな研究課題
の立ち上げに繋げたいと考えています。また２年目
となります研究成果移転促進事業「むき身かき鮮度
保持技術の成果移転促進」においては，高鮮度を謳
ったむき身かき商品の展開を更に支援するとともに，
県農林水産局水産課の進めるむき身かき鮮度向上の
ための海水氷製造装置導入と導入後の運用，かき生
産者と流通・加工業者により設立された「広島かき
協議会」に対する技術面からの支援により，高品質
な広島かきブランド確立に向けて取組みます。また ｢
魚 ｣では戦略研究「ＬＥＤ」２年目に取組むとともに，
開発研究「ウマヅラハギ」３年目に取組みます。「ウ
マズラハギ」では肝臓肥大化技術と越夏技術につい
て現場での実証試験に本格的に取組み，H27年度か
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らの本格的な技術移転に備えます。また事前研究「低
塩分処理技術の高度化による瀬戸内ブランド魚への
活用」では，低塩分処理による漁獲外傷魚の延命効
果についてその生理学的メカニズムを解明し，同技
術の改良・高度化と現場への技術移転に取り組みま
す。
グローバル経済の進展により，海外とのモノの行

き来が激しくなっています。オイスタバー等で海外
産の生きた魚介類が手軽に楽しめるようになってい
ますが，海外にはわが国に侵入すれば重大な被害を
もたらす疾病が発生しています。例えば，カキヘル
ペスウイルスですが，2008年に本ウイルスの変異株
によるかき大量斃死がフランスで，2009年にはこの
変異株の近縁株による大量斃死がイギリスとニュー
ジーランド，翌年にはオーストラリアで発生してい
ます。現在，食用として輸入されている魚介類は食
卓で消費され，生産現場に疾病が持ち込まれる可能
性は低いとして，輸入防疫の対象とされていません。
しかし，貝類などでは食品として生きた貝を輸入し
た後に，養殖場の周辺で蓄養されている例もあり，
重大疾病の侵入リスクがあると指摘されています。
貝類の疾病は治療法がなく，侵入させないことしか
対策がないのが実情で，一旦侵入すれば養殖業や漁
業に大きな被害が想定されています。国及び当セン
ターでのモニタンリング結果では，これまでのとこ
ろ問題となっている変異株は検出されていませんが，
海外産の生きた魚介類が食品として輸入されている
状況に変わりはなく重大疾病の侵入リスクは依然と
してあります。当センターでも引続きモニタリング
を継続するとともに，生産者や消費者，流通業者の
方々に情報提供していきたいと考えています。
県民の皆さんの安心安全と生産基盤確保，県内産

業へのより一層の貢献に向けて職員一丸となって取
り組んで参ります。今後ともご支援，ご指導たまわ
りますようお願い申し上げます。


